平成２６年度　第１３回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２６年９月２６日（金）午後２時～２時１０分
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】

　　委 員 長    曽　我　紀　厚
　　委　　員　　中　原　　　都
　　　　　委　　員　　上　田　博　久
　　【事務局職員】　

　　　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　　長　　　　　有　岡　博　己　　

　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　長　　　　　河　村　　　淳　　

　　　　係　　長　　玉　野　明　子

【傍聴者】　　　なし
	４　議　題


    議案第１号　選考により採用することができる職に係る承認について
	５　議事の公開・非公開


　　公開とした。
	６　議　事


　１　議案第１号

選考により採用することができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県営病院事業管理者から申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。

①　申請のあった職及び採用予定者数
　　診療放射線技師　　　　　１名程度

　　臨床検査技師　　　　　　２名程度

　　理学療法士　　　　　　　５名程度

　　作業療法士　　　　　　　１名程度

　　言語聴覚士　　　　　　　２名程度

　　医療ソーシャルワーカー　２名程度

　　診療情報管理士　　　　　１名程度

　　歯科衛生士　　　　　　　１名程度

②　採用予定日
　　平成27年４月１日
　　
③　申請理由
	診療放射線技師
	・骨髄検査、細菌検査件数の増加、冠動脈ＣＴ撮影件数の増加等に対応するた
　めに体制強化を図るための増員（診療放射線技師１名、臨床検査技師２名）

	臨床検査技師
	

	理学療法士
	・欠員のための補充（２名）

・リハビリテーションの需要に対応した人員を確保し、患者の早期回復・社　

　会復帰を図るための増員（３名）

	作業療法士
	・リハビリテーションの需要に対応した人員を確保し、患者の早期回復・社
　会復帰を図るための増員（１名）

	言語聴覚士
	・欠員のための補充（２名）

	医療ソーシャルワーカー
	・欠員のための補充（１名）

・県立病院と地域の医療機関との連携強化等を図るための増員（１名）

	診療情報管理士
	・欠員のための補充（１名）

	歯科衛生士
	・欠員のための補充（１名）


④　選定方法

　　病院局において任用候補者選抜のための試験を実施。

 　(１)　試験内容

 　　　　論文試験（公務員として必要な識見、思考力等及び専門的知識についての記述式試験）  

 　　　及び面接試験（人物、専門的知識についての口述試験）

 　(２)　受験資格

 　　ア　年齢

　 　　　昭和30年４月２日以降に生まれた者

　　 イ　資格・免許

	診療放射線技師
	診療放射線技師の免許を有する者（又は取得見込みの者）

	臨床検査技師
	臨床検査技師の免許を有する者（又は取得見込みの者）

	理学療法士
	理学療法士の免許を有する者（又は取得見込みの者）

	作業療法士
	作業療法士の免許を有する者（又は取得見込みの者）

	言語聴覚士
	言語聴覚士の免許を有する者（又は取得見込みの者）

	医療ソーシャルワーカー
	次の(ア)～(ウ)のいずれかに該当する者

(ア)　社会福祉士の資格を有する者（又は取得見込みの者）

(イ)　保健師又は看護師免許を有する者(又は取得見込みの者)

(ウ)　医療法に規定する病院又は診療所における医療ソーシャル　

　　ワーカー業務の実務経験が３年以上となる（見込みの）者

	診療情報管理士
	病院団体及び公益財団法人医療研修推進財団が定める診療情報管理士認定証の交付を受けている者（又は交付見込みの者）

	歯科衛生士
	歯科衛生士の免許を有する者（又は取得見込みの者）


⑤　人事委員会の判断
　　上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するも
　の」として整理されている職であり、また、選定方法も適当であると判断する。
【質　疑】

委　員
　　人数が何名程度と記載してあるが、「程度」というのはどういう意味か。必要があれば、また申請し
　て承認を受けるという意味か。
事務局
　　今後早期退職者などにより増減が生じる可能性があるということである。採用基準に達しなくて合
　格者がいない場合もある。
委　員
　　増えることも有り得るということだと思うが、増減があった場合に、この承認がどの範囲までかと

　いうのはよく分からないが。
事務局
　　基本的には「職」に対する承認である。
委　員
　　競争試験ではなく「選考」で実施することについての承認ということだな。

事務局
　　そのとおり。
委　員

　　欠員のための補充というのが目立つが、欠員というのはどういう状態なのか。

事務局
　　昨年度末の退職による欠員が補充できていないというパターンと、現在非常勤職員で対応している

　が、将来的な見通しが立ったので正職員を採用することにしたということだと聞いている。
委　員
　　増員の要否については、我々で判断するのではなく、任命権者の判断ということで良いか。

事務局
　　良い。

委　員
　　これは選考と言いながら通常の競争試験に近いが、選考の場合は必ずしもオープンで競争の基準が

　はっきりしているとは限らないので承認が必要ということで良いのか。

事務局
　　今回の分は競争試験と違って教養試験がないということはある。ただ、免許職であるので、免許を

　持っていないと受験できない。

委　員
　　一般的な試験の原則を緩めるけれど良いかという趣旨ということか。

事務局
　　そのとおり。

委　員
　　その都度了解を取るのがどうなのかという問題があったと思うが、一般の競争試験ではないという

　ことはあるが、頻繁に上がってくるので運用を見直すことはあっても良いと思う。

　　議案としてはこれで良いか。

委　員

　　良い。

委　員

　　良い。
	７　次回の人事委員会の開催


　　平成２６年１０月２日（木）午後２時から開催することとした。
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